
Title 宝暦新撰、増補改正、早引節用集
Sub Title Horeki Shinsen, Zoho-Kaisei, Hayabiki Setsuyoshu
Author 関場, 武(Sekiba, Takeshi)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1991

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.59, (1991. 3) ,p.46- 74 
JaLC DOI
Abstract
Notes 大濱甫教授退任記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00590001-

0046

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


宝
暦
新
撰
、

増
補
改
正
、

早
引
節
用
集

関

場

武

三
十
年
程
前
、
大
浜
先
生
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
お
習
い
し
た
。
成
伎
は
B
で
あ
っ
た
。
今
回
の
「
喜
文
研
究
」

は
、
そ
の
大
浜
先
生
の
記
念
号
で
あ
る
か
ら
、
小
生
も
当
然
、
何
か
フ
ラ
ン
ス
に
関
わ
る
も
の
、
例
え
ば
骨
て
松

原
秀
一
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た

h
同
C
ミ
ロ
同
旬
。
匂
弓
同
の
同
ミ
ミ
ミ
N
h
a
s可
。
ミ
右
足
立
口
止
と

S－

ミ
守
町
旬
、
お
も
さ
ね
な
（
呂
田
年
刊
〉
を
全
訳
し
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
辞
書
類
｜
｜
句
、
。

hshた
ま

「
書
丑
一
口
字
考
」
や
、
間
同
ミ
刊
の
い
、
。
骨
’
P
3
F
N
N
I
N
S
「
曾
玉
篇
大
全
」
｜
｜
等
に
つ
い
て
解
題
を
付
す
か
、
同
じ

旬
。
匂
見
吋
の
「
和
漢
字
洋
諸
」
（
毘
ミ
年
刊
）
、
ス
は

h
・
匂
同
町
河
内
、
河
川
匂
勾
の
円
。
弘
、
b
h
Q
E
N
C
N
h
g
F
3・

遺
言
、

gミ
宮
古
色
「
頭
書
増
補
訓
豪
閣
支
大
成
」
（

z
a年
刊
〉
あ
た
り
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

が
、
例
え
ば
、
ロ
ニ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
旧
蔵
書
が
リ
ル
市
図
書
館
に
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ

て
お
り
、
右
の
解
題
を
も
の
す
る
た
め
に
は
同
所
に
出
向
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス

語
が
：
：
：
。
と
い
う
わ
け
で
、
結
局
、
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
開
版
節
用
集
類
の
報
告
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
評

価
は
B
ど
こ
ろ
か
そ
れ
以
下
で
あ
ろ
う
が
、
何
卒
御
寛
恕
下
さ
れ
ん
こ
と
を
。
な
お
、
資
料
は
、
特
に
断
ら
な
い

限
り
手
許
の
も
の
を
使
用
し
た
が
、
閲
覧
に
際
し
御
世
話
頂
い
た
公
私
の
文
庫
・
図
書
館
の
方
々
に
謝
意
を
捧
げ

る
次
第
で
あ
る
。

(395) - 46ー



一、
は
じ
め
に

（註
1
）

既
に
再
々
言
及
し
た
如
く
、
室
町
時
代
中
期
に
成
立
し
た
節
用
集
は
、
百
三
四
十
年
間
の
写
本
時
代
を
経
て
、
天
正
十
八
（
一
五
九

O
）

年
の
堺
版
、
文
禄
（
一
五
九
二
、
J
L

九
六
〉
の
鰻
頭
屋
本
あ
た
り
か
ら
、
版
本
の
時
代
へ
と
移
行
す
る
。
そ
し
て
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
、

易
林
の
欧
文
を
有
す
る
乾
本
系
の
節
用
集
日
易
林
本
が
出
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
は
決
定
的
と
な
り
、
近
世
初
頭
の
印
刷
文
化
興
湿
の
波
に
乗

っ
て
次
々
と
版
を
重
ね
、
「
大
庚
益
合
目
玉
篇
」
「
倭
玉
篇
」
「
下
学
集
」
「
緊
分
韻
略
」
と
い
っ
た
他
の
字
書
・
字
典
類
と
並
ん
で
、
寛
永
J
寛

文
年
間
三
六
二
四
J
七
一
二
）
に
か
け
急
速
に
普
及
し
て
行
く
。
そ
も
そ
も
節
用
集
は
、
通
常
、
古
語
を
含
む
日
用
の
国
語
語
棄
を
第
一
音

節
の
イ
ロ
ハ
順
に
よ
り
配
列
し
、

そ
の
内
部
を
乾
坤
（
天
地
）
・
時
節
・
官
位
以
下
の
部
門
に
分
け
、

求
め
る
語
の
漢
字
支
記
を
検
索
す
る

形
式
を
採
っ
て
お
り
、
そ
の
簡
便
さ
の
ゆ
え
に
流
行
し
た
の
で
あ
る
、
が
、
そ
の
語
会
の
配
列
、
検
索
方
法
に
改
良
を
加
え
、
さ
ら
に
一
膚
引

き
易
く
な
る
よ
う
に
考
え
工
夫
し
た
例
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
で
、
行
草
体
の
本
文
の
左
脇
に
階
書
体
を
併
せ
示
す
「
二
行
節
用
集
」

（
二
体
節
用
集
、
真
草
二
行
節
用
集
〉
の
出
現
と
、
部
門
別
け
を
取
り
払
っ
て
仮
名
数
（
音
節
数
）
に
よ
っ
て
語
棄
を
配
列
・
検
索
す
る

「
早
引
節
用
集
」
の
登
場
は
、
節
用
集
開
版
史
上
、
特
筆
さ
る
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
他
に
も
イ
ロ
ハ
分
け
よ
り
部
門
別
け
の
方
が
優
先

（註
2
）

ず
る
仕
組
み
の
「
合
類
節
用
集
」
等
、
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
見
せ
た
工
夫
も
あ
る
が
、
江
戸
前
期
に
於
げ
る
こ
行
節
用
方
式
の
創
出
と
、

中
期
に
於
け
る
早
引
方
式
の
発
明
は
、
節
用
集
の
普
及
・
浸
透
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
D

今
回
取
り
上
げ

る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
早
引
節
用
類
、
と
く
に
そ
の
最
初
の
「
純
桝
早
引
節
用
集
」
と
、
そ
れ
を
増
訂
し
た
「
間
早
引
節
用
集
」
で
あ
る
。

- 47ー’（394) 



二
、
早
引
節
用
集
と
早
引
和
玉
篇
大
成

(393) 

一、

r－
一
ず
ル
ト
コ
ロ
ノ
節
肱
ハ
、
乾
坤
門
、
一
言
葉
山
等

カ

へ

ア

コ

γ
ザ
ツ

ヨ
リ
テ
却
テ
混
雑
ノ
事
多
シ

十
グ

ノ
部
分
十
三
門
或
ヒ
ハ
十
五
門
ニ
ヨ
リ
テ
字
ヲ
捜
ル
、

γ
d
7
 

然
レ
疋
部
門
繁
キ

カ
ズ

一
、
此
節
用
ハ
、
部
門
ニ
ヨ
ラ
ズ
、
訓
謹
ノ
俣
名
ノ
数
ヲ
以
テ
文
字
ヲ
求
ム
、
急
時
ノ
便
ナ
ル
寸
、
他
一
一
異
ナ
リ

右
は
、
「
粧
桝
軒
町
山
舵
駅
鉱
」
（
宝
暦
二
八
一
七
五
二
〉
年
初
冬
刊
）
の
巻
頭
「
凡
例
」
の
第
一
条
と
第
二
条
で
あ
る
。
一
般
の
節
用
集
が

イ
ロ
ハ
分
け
と
意
義
分
類
の
部
門
別
け
を
併
用
し
て
い
る
為
、
求
め
る
語
の
所
属
部
門
の
特
定
に
や
斗
も
す
る
と
時
間
を
要
し
、
語
の
検
索

に
手
聞
が
か
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
を
、
部
門
別
け
を
取
り
払
っ
て
、
単
に
仮
名
数
（
音
節
数
）
に
よ
っ
て
語
を
配
列
し
、
早
く
引
け
る
方

式
に
改
善
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
新
方
式
に
馴
染
ん
で
も
ら
う
た
め
、

よ

み

こ

ゑ

ひ

と

こ

ゑ

ぷ

ん

、

い

け

い

ろ

い

せ

↓
伊
。
意
。
猪
。
訓
讃
一
声
の
分
此
部
に
入
ル
コ
池
。
色
。
伊
勢
。

い

わ

ひ

い

し

ゃ

い

り

こ

》

ろ

ん

だ

ん

ろ

く

札

ら

円
一
祝
。
医
者
。
煎
海
風
。
三
戸
の
分
此
部
一
一
入
ル
配
論
談
。
六
波
羅
。

ょ

こ

れ

な

ぞ

ら

よ

み

こ

へ

か

す

徐
は
之
に
准
へ
訓
譲
の
数
を
以
て
く
り
出
す

ーふ次
＝ごの
F孟
庁、一「

広ぷ求
江～：子

生白 引
口IJ 十芋宅

Iこに：
入品
ノレ 司

- 48ー

四
声
の
分
此
部
一
一
入
ル

と
い
う
具
合
に
実
例
を
示
し
、

引
き
方
を
説
明
し
て
い
る
。
「
凡
例
」
第
二
条
の
末
に
「
文
字
引
様
次
－
一
国
ス
」
と
あ
る
そ
れ
で
あ
る
。

た

し
か
に
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
画
期
的
な
方
式
で
あ
っ
た
。
実
際
、
使
っ
て
見
る
と
文
字
通
り
早
く
引
け
た
た
め
か
、
宝
暦
新
撰
版

の
五
年
後
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
「
盟
問
早
引
節
用
集
」
が
出
、
同
十
年
に
「
臨
写
引
節
用
集
」
が
刊
行
さ
れ
、
明
和
J
安
永
に
か

け
て
そ
れ
ら
の
再
版
が
く
り
返
さ
れ
た
頃
か
ら
、
従
来
の
方
式
の
節
用
集
を
陵
駕
す
る
勢
い
と
な
り
、
幕
末
・
明
治
末
年
ま
で
盛
ん
に
行
な

わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
右
の
増
補
改
正
版
は
、
以
後
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年

1
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
ま
で
十
数
版



る
の
で
あ
る
。

を
重
さ
ね
、
増
字
百
倍
本
は
、
宝
暦
十
年
の
初
版
か
ら
嘉
永
四
（
一
八
五
一
〉
年
に
至
る
ま
で
少
く
と
も
十
五
版
を
数
え
、
明
治
版
す
ら
あ

と
こ
ろ
で
、
辞
書
・
辞
典
の
名
前
に
「
早
引
」
を
冠
し
た
例
は
、
早
引
節
用
集
が
初
め
て
で
は
な
い
。
刊
記
に
よ
れ
ば
享
保
五
（
一
七
ニ

。
〉
年
、
前
見
返
し
に
よ
れ
ば
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
刊
の
勝
団
結
義
編
「
早
引
和
玉
篇
大
成
」
が
、
そ
の
先
例
で
あ
る
。
倭
（
和
）
玉

篇
の
歴
史
を
云
々
す
る
紙
幅
の
余
裕
が
無
い
の
で
簡
単
に
言
う
と
、
慶
長
十
三
六

O
五
）
年
の
夢
梅
（
H
易
林
）
本
や
古
活
字
版
を
経

て
、
慶
長
十
五
年
に
整
版
本
が
出
る
に
及
ん
で

倭
玉
篇
は
世
間
に
流
布
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

以
後
、
部
首
の
増
減
や
画
引
き
、
真
草
二
体
方

- 49ー

早引和玉篇大成・雑部巻頭

式
の
導
入
と
い
っ
た
工
夫
・
改
良
が
試
み
ら

れ
、
漢
和
字
典
の
代
表
と
し
て
行
わ
れ
て
い

く
。
そ
の
流
れ
に
立
っ
て
登
場
し
た
の
が
、
こ

（註
3
）

の
「
早
引
和
玉
篇
大
成
」
で
あ
る
。
本
書
が

「
早
引
」
を
名
乗
る
所
以
は
、
通
行
の
和
玉
篇

で
、
例
え
ば
四
七
七
（
慶
長
十
五
年
版
）
と
か

五
四
九
（
延
宝
九
年
「
新
刊
画
引
和
玉
篇
」
）
、

五
五

（
元
禄
六
年
「
小
築
増
宇
和
玉
篇
綱

く392)

目
L
）

も
あ
っ
た
部
首
を
、

僅
か
入
九
に
減
ら



し
た
こ
と
と
、
部
首
等
の
所
属
が
わ
か
ら
ず
引
き
に
く
い
字
を
「
雑
部
」
と
し
て
末
に
ま
と
め
、
総
画
数
で
検
索
で
き
る
方
式
に
し
た
こ
と

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は
、

ま
ず
五

O
オ
ま
で
を
八
九
部
首
・
回
数
順
の
通
常
の
画
引
き
和
玉
篇
形
式
の
本
文
と
し
、
そ
れ
に
続
く
五

一
オ
J
六
一
オ
を
「
雑
部
」
と
し
て
別
立
て
に
し
、

一世一旦
J
廿
七
重
下
（
日
廿
七
画
以
上
）
に
至
る
総
画
引
本
文
に
し
て
あ
る
。
而
し
て
そ

の
「
雑
部
」
の
性
格
は
、
五

O
ウ
に
あ
る
凡
例
、
「
雑
部
引
ヤ
ウ
ノ
指
南
」
に
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
。

。
雑
ノ
部
ハ
、
重
ヲ
残
ラ
ス
葬
へ
テ
、
其
霊
ノ
数
－
一
順
ヒ
テ
尋
ヌ
へ
シ
、
喰
ハ
丘
、
丙
ナ
ト
ノ
字
ハ
五
萱
ア
ル
コ
へ
、
五
書
下
ア
ル

所
ニ
テ
見
へ
シ
、
儀
ハ
是
ヲ
以
テ
シ
ル
へ
シ
、
若
見
ヘ
ザ
ル
字
ヲ
ハ
、
前
後
ノ
重
ヲ
ミ
ヘ
シ

。
錦
、
跡
、
設
、
始
、
カ
ヤ
ウ
ノ
字
ハ
、
偏
傍
ト
モ
ニ
部
ノ
字
ア
ラ
サ
ル
ユ
へ
、
部
ノ
字
ヲ
見
ル
ニ
及
ハ
ス
、
雑
部
－
一
テ
見
へ
シ

O
瓢
、
鰐
ナ
ト
ノ
類
ノ
字
ハ
、
偏
傍
ア
リ
テ
横
一
一
康
キ
ユ
へ
、
「
横
」
ノ
下
一
一
テ
見
ヘ
シ

。
古
来
ノ
和
玉
篇
ハ
、
部
ノ
字
多
キ
故
、
童
蒙
ハ
尋
ネ
カ
ヌ
ル
事
ア
リ
、
又
展
縛
書
寓
－
一
テ
俣
字
付
落
タ
ル
ユ
へ
、
文
字
一
一
尋
ネ
営

リ
テ
モ
用
ニ
立
カ
ヌ
ル
事
ア
リ
、
故
－
一
今
改
メ
テ
俣
字
ヲ
委
ク
ツ
ケ
、
部
ノ
字
数
ヲ
減
シ
テ
八
十
九
字
ト
ナ
シ
、
其
外
引
悪
キ
字
ヲ

ハ
、
雑
部
ヲ
立
テ
、
初
心
ノ
引
安
キ
ヤ
ウ
ニ
編
シ
也

つ
ま
り
、
雑
部
は
、
偏
冠
と
い
っ
た
部
首
に
関
係
な
く
、
検
索
し
た
い
漢
字
を
総
画
数
か
ら
引
け
る
よ
う
に
し
て
あ
る
部
で
、
う
ち
第
四

画
J
廿
二
画
で
は
ま
た
、
各
々
末
の
方
に
「
横
」
と
題
し
て
偏
と
芳
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
漢
字
を
ま
と
め
て
配
列
し
、
文
字
を
探
し
易
く

し
で
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
書
は
、
部
首
の
数
を
大
幅
に
減
ら
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
字
を
早
く
引
く
為
の
工
夫
が
盛
り
込
ま
れ
た

「
早
引
」
の
和
玉
篇
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
「
早
引
和
玉
篇
大
成
」
の
「
雑
部
」
の
組
織
と
凡
例
に
あ
た
る
「
雑
部
引
ヤ
ウ
ノ
指
南
」
は
、
前
に
あ
げ
た
「
組
問
…
早
引
節

総
画
数
順
を
仮
名
数
順
に
置
き
か
え
、
和
玉
篇
大
成

用
集
」
の
項
目
配
列
と
「
凡
例
」
「
文
字
引
様
」
に
そ
の
ま
斗
通
ず
る
。

す
な
わ
ち
、

(391). 
円。



の
指
南
第
四
条
、
従
来
の
和
玉
篇
の
部
首
が
多
す
ぎ
る
と
指
摘
し
て
い
る
所
を
、
早
引
節
用
凡
例
第
一
条
で
既
存
の
節
用
の
門
部
の
多
さ
を

嘆
い
て
い
る
個
所
と
入
れ
か
え
、
指
南
第
一
条
を
凡
例
第
二
条
と
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
斗
早
引
節
用
に
な
る
の
で
あ
る
。
片
や

か
た
や
節
用
集
で
、
組
織
も
編
纂
目
的
も
異
な
る
の
で
、
軽
々
に
両
者
を
結
び
つ
け
る
の
は
危
険
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
如

上
の
点
を
勘
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
犠
…
早
引
節
用
集
」
の
著
者
は
、
「
早
引
和
玉
篇
大
成
」
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
と
く
に
そ
の
雑
部
に
示

唆
を
受
け
、
早
引
方
式
の
節
用
集
を
考
案
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

和
玉
篇
、

弓
恭
一
早
引
節
用
集

本
書
は
、
管
見
に
入
っ
た
早
引
節
用
類
の
中
で
は
一
番
古
く
、
恐
ら
く
早
引
節
用
集
を
名
乗
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
山
下
重

政
。
巻
頭
に
「
壬
申
（
宝
暦
二
八
一
七
五
二
〉
年
カ
）
之
秋
」
の
様
相
散
人
（
維
明
〉
の
序
文
が
あ
り
、
「
拡
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
（
昭
日
）

に
よ
れ
ば
、
宝
暦
二
年
八
月
の
出
願
。
次
に
そ
の
書
型
を
記
す
。

- 51-

小
本
一
冊
。

こ
の
判
型
は
次
の
「
醐
甜
早
引
節
用
集
」
に
踏
襲
さ
れ
る
。
早
引
節
用
集
の
判
型
は
二
ツ
切
か

コ
一
ツ
切
が
殆
ど
で
横
本
が
多
い
が
、
本
書
の
場
合
は
竪
型
で
あ
る
。
早
引
節
用
集
が
急
速
に
広
ま
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
本
の
大

竪
一
五
・
六
、
横
八
・
九
糎
。

内
題

き
さ
が
小
ぶ
り
で
手
頃
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
表
紙
濃
標
色
無
地
紙
。
題
祭

初

丁

百

廿

五

前
見
返
し
「
丁
附
合
文
」
と
題
す
る
イ
ロ
ハ
分
け
標
目
の
索
引
。
「
い
イ
」

l
「
す
こ
ま
で
の
四
十
七
字
。

融
問
一
郎
廿
山
作
、
舵
府
保
」
0

白
口
。
本
文
部
分
は
、
各
丁
ウ
ラ
上
部
に
「
い
」

j

「
す
」
の
イ
ロ
ハ
分
け
標
目
、
界
線
を
置
い
て
下
方
に
丁
付
。
序
と
凡
例
、
本

欠。

版
d心

文
終
了
お
よ
び
巻
末
付
録
部
分
は
丁
付
の
み
あ
り
。
了
付

序
一
、
序
二
、

乙
、
二

J
百
三
十
終
。

(390) 



丁
数

(389) 

一
三
二
了
。
（
前
見
返
し
〉
＋
序
一
丁
＋
九
例
一
丁
＋
本
文
二
ニ

O
丁
（
一
二
七
オ
ま
で
本
文
。

以
下
付
録
〉
＋
（
奥
付
〉
。

行
数

本

文
は
毎
半
葉
有
界
五
行
。
字
数

一
行
約
十
三
j
十
七
字
。

匡
郭

四
周
単
辺
。
竪
約
一
四
・
三
、
横
六
・
九
糎
。
尾
題

本
文
末
に
「
終
」
と
の
み
あ
り
。

刊
記

後
見
返
し
匡
郭
内
に

早
引
大
節
用
除
宋
寸
桝

日
用
重
宝
品
と
入
近
亥

山
下
重
政
著
述

江
戸
通
本
町

西

村

源

大
坂
心
斎
橋
順
慶
町

淀

川

興

市

同
心
斎
橋
安
堂
寺
町

村

上

伊

兵

衛

」

- 52ー

_..... 
/'¥ 

賓

一
一
時
初
冬
吉
旦

暦

と
あ
る
。
右
の
刊
記
に
よ
れ
ば
、
山
下
重
政
は
「
早
引
大
節
用
集
」
（
リ
糊
一
酬
早
引
大
節
用
集
カ
）
の
著
者
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る

ま
た
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
明
治
十
三
年
版
や
明
治
十
四

山
下
重
政
」
と
あ
り
、

が
、
前
引
の
大
阪
出
版
書
籍
目
録
に
「
作
者

年
の
「
賠
…
大
増
補
早
引
節
用
集
」
で
も
編
輯
者
あ
る
い
は
原
編
輯
人
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
、

し
て
お
く
。

そ
れ
に
従
い
、

本
書
の
編
者
と

備
考

巻
頭
の
「
序
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

載
輪
－
一
余
載
（
将
伯
助
v
予
、
是
以
v
面
輪
v
園
、
〉
一
マ
一
口
則
敬
事
節
用
之
語
、
何
以
取
ニ
之
非
類
一
乎
、
不
v
然
誰
家
畜
人
懐
享
ニ
扶

J
V

リ

ヲ

ニ

フ

ユ

シ

ユ

ル

ス

エ

ノ

J
V

司

壁
、
邪
刻
者
定
蕃
有
ν
徒
、
而
今
去
v
繁
就
レ
簡
以
v
音
呼
v
字
、
郷
向
臆
影
潟
乃
成
v
功
倍
一
一
千
前
一
幼
童
土
正
v
名
市
後
自
様
、
則

也

－

一

節
用
之
語
万
二
分
於
有
政
（
可
ν
謂
取
v
喰
有
v
擦
哉
、
以
為
一
一
小
引
一

壬
申
之
秋

按
梧
散
人
題
（
印
「
維
明
／
之
印
」
）



「
九
例
」
は
三
条
あ
る
。
第
一
と
第
二
条
は
前
に
引
用
し
た
の
で
、
残
り
の
第
三
条
を
あ
げ
て
お
く
。

一
、
此
編
専
ラ
要
用
ノ
字
ヲ
増
益
シ
、
字
書
・
音
訓
ノ
誤
ヲ
正
ス

へ
ん
h

ふ

り

か

ま

へ

じ

っ

〈

し

な

ん

に

よ

な

が

し

ら

じ

っ

く

し

じ

っ

か

巻
末
の
付
録
は
、
篇
冠
構
字
謹
（
九
五
種
）
、
男
女
名
頭
字
童
（
二

O
六
字
）
、
十
干
、
十
二
支
、

四
八
）
の
五
種
で
、
後
の
増
補
改
正
版
に
受
け
継
が
れ
て
行
く
。

っ
き
い
ゑ
宇
う
つ
く
し

月
の
異
名
表
（
各
月
四
種
、
計

一
一
一
六
〈
六
〉

〈九
V

高

機

政

i

〈
三
〉
俄

J
乳

味

三

九

一
一
八
七
〉
女
護
島

1
丹
生
明

会
一
〉
誉

J
鐙

八

O

〈
四
〉
節

〈
七
〉
浮
出

J
凡
慮
之
外

〈一
V

舶

1
庇

本
書
の
項
目
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
【
】
で
括
っ
た
の
は
イ
ロ
ハ
分
け
、
〈
〉
は
ス
コ
等
と
あ
る
仮
名
数
順
の
表
示
で
あ
る
。
〉

同

い

ふ

い

ふ

い

き

る

い

と

立

、

か

ん

ぞ

い

し

が

亡

【
い
】
七
九
八
項
〈
一
〉
位

J
蘭
八
項
〈
二
〉
言
、
f
飯

六

三

八

三

〉

勇

J
竃

馬

二

O
二

〈

四

〉

査

j
石
箆

い
わ
く

い

と

け

な

し

い

な

び

か

り

い

た

／

＼

し

く

い

ぬ

ざ

ん

せ

う

い

し

ん

で

ん

し

ん

い

な

お

L
せ
ど
り

＝
一
四
九
八
五
〉
幼

J

電

一

一

九

八

六

〉

痛

と

敷

J
崖

瓶

二

七

八

七

〉

以

心

停

心

J
稲

負

鳥

一

九

い

ち

ゃ

う

ら

い

ふ

く

い

や

を

ふ

の

へ

ん

じ

い

ち

れ

ん

た

く

し

ゃ

う

い

ち

だ

に

み

や

ろ

じ

ん

一
陽
来
復
J
辞
謄
返
事
九
八
九
〉
一
蓮
託
生

J
協
同
谷
明
神
二
項
【
ろ
】
六
五
項
〈
一
〉
官
j
酢

七

項

ご

ん

ろ

う

じ

ゃ

う

円

〈

ろ

く

び

恨の
J
M月
以

入

会

一

V

論
語
J
六

蹄

二

O

〈
四
〉
暁
引
J
苦
一
市
一
五
〈
五
〉
篭
城

J
暁
櫨
首
一

O

ろ

く

〈

わ

ん

お

ん

ろ

く

L
ん
十
ん
ぞ
〈

牢
浪
身
j
六

斎

日

三

八

七

〉

六

観

音

一

〈

八

〉

六

親

春

属

一

項

【

は

】

四

六

二

項

八

一

〉

派

J
場

ー

な

つ

は

ま

ち

は

だ

ら

く

土

き

も

コ

土

ト

り

こ

と

土

ピ

古

h
u
E

〈
二
〉
初

1
墓

八

三

〈

三

〉

放

J
鮫

一

四

O

〈
四
〉
働

J

履

二

ハ

一

〈

五

v
l
謀

J
－
賦
馬

ー

な

の

す

が

た

は

ん

ば

ヘ

マ

、

〉

ん

が

う

は

い

忌

か

り

な

ポ

ら

は

を

〈

ひ

し

ズ

る

花

姿

J
返

魂

香

二

二

〈

七

V

乍
v
偉

J

切
v
歯
六
〈
八
〉
推
ニ
肺
肝
一

J
八
だ
官
E

八
相
成
道
四
項
【
に
】
一
三
三
項
〈
一
V

似
J
弐

五

項

〈

二

〉

西

J
辛

螺

二

一

に

え

と

り

に

ぎ

は

し

〈

に

よ

し

や

う

に

よ

ろ

y
〈
＼
に
く
じ
ゅ
よ
う

〈四
V

賑
と

J

鶏
四
七
八
五
〉
賑
敷
）
（
女
性
一
六
〈
六
〉
如
鷺
と

J
肉
礎
蓉

ほ

同

神
三
項
【
ほ
】
二
八
三
項
〈
一
〉
穂
J

補

四

項

〈

二

V

程
J
館

三

O

ぺ
－
の
ム
ア
に
き
く
，
ほ
う
ふ
り
む
し

J
鳳

恩

一

二

三

〈

五

V

被
v
誉
J
帆
立
貝
二
九
〈
六
〉
風
一
聞

j
手

と

ぽ
う

uh，
ノ

、

ぷ

じ

ん

ぼ

ん

で

ん

た

い

し

ゃ

く

注

P

っ
せ
う
じ
円
－
だ
い
ゑ

〈入
V

傍

若

無

人

〈

九

V

党
天
帝
釈

J
法
勝
寺
大
曾

/¥ 

四
項

【へ】

一
二
二
項

〈八〉

八一一〉

9
d
 

F
同

υ

八六〉

七
項四

(388) 

二
項

〈一一
v



三
項

八
八
項

〈
一
〉
、砥
J
戸

ニ

項

と

む

と

ひ

と

て

も

〈
二
〉
富
J
都

郁

四

人

〈

三

〉

迫

J
堰

艇

一

O
四

〈
四
〉
輩

J
毒

む
し虫

一

五

八

八

五

〉

挫

J
無
v
屑

と
は
う
を
う
し
の
ふ
ど
う
ぞ
く
な
ん
に
よ

八
八
〉
失
途
方
J
道
俗
男
女

安f無？
城f福；会
l 鍛マミフ
碧；－） 士

玉｛キ？謙4@
草3等fl ·~ v 
院5扇二 便；今
鵠rl ¥. ~ 
七紅二法工
茸5土ど

帝京三
瓜ま

～

る

へ

ぴ

歴
J
蛇

二
四

一一一一一

議早引節用集・巻頭

四

燈t
蓋f四
政t三
暗i

／＼ 

ノ、
＼／ 

遠3
敷I

R号t
鳩f
鳥三

と
ら
り
こ
わ
た
し
と
そ
ぴ
や
〈
さ
ん

〈
七
〉
虎
子
渉
？
屠
蘇
白
散

七

項

A ：良子逆でー 【

A 十 2智~ v E九ち三〉 且J耳：：】
〉給：騒； 八 三
拭号言Z龍？一五－
f如E 項〉七
種；雨空【望？項
布日 h A!:!!わ

ムム 2
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生ケ持ぢ

六 i治問

五
九
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／ヘ
七
＼／／＼  

平へハ
い＼〆

【
と
】
一
ニ

四

八九〉

ち

と

ち

ん

〈
二
〉
少
J
鴻

三
、二
－

ち
ゃ
き
／
’
＼
ち
〈
ば
の
と
も

〈
六
〉
嫡
と

J
竹
馬
友

。

同

一
二
三
項
〈
一
〉
利
J
鯉

り
よ
ぐ
わ
ゐ
り
よ
く
じ
ゅ

〈
五
〉
慮
外

J
緑

樹

二

九

り
や
う
や
く
く
ち
に
に
が
し

八
十
一
〉
良
薬
苦
v
口

ぬ
b
ざ
ん

づ

ぬ

け

が
ら

〈
四
〉

抽

J

般

ち

う

ち

り

ば

む

ち

く

る

い

〈
三
〉
力

J
蜘

妹

入

O

〈
四
〉
鐙
？
畜
類
一

を

ん

ほ

う

と

く

ち

う

げ

ん

一
O

八七
〉
千
賀
塩
竃
J
知
思
報
徳
五
〈
十
〉
忠
言

り

ひ

り

す

句

や

〈

り

ゃ

う

〈
二
〉
理
非
J
栗
胤
〈
一
ニ
〉
田
各

J
竜

三

七

八

四

〉

り
ゃ
う
し
ゃ
う

り
う
が
ん
に

〈

り

や
う
じ

ゅ

せ

ん

り

ゃ

う
げ
ち
が
い

領

掌

J
龍

眼

肉

〈

七

〉

霊

鷲

山

l
量

逮

〈
二
〉
幣
島
J
糠

九
項

四
項〈六〉

~ F『

云ぬ
＼／ ・ー

鰻2杢

千i貴
光2
,,Ah A 
部冊ん -

子ず＿v 四

四 台奴ぬ
」

項

項

項

一
六

七

【
る
】
二
九
項

／＼ 

＼／ 

ろ~6圭るー－

5側七
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劣；二
合 J
ミフ 牡おこと
お鹿10 
送く： 宜る
給5二舎午
ゾ二那な
併ミ

鴬す ） 

宿？合流る
梅：，~e 支し

八
二
〉
業
J
鷲

二

六

八

四

〉

弁

J
若
草

か

同

一
O

〈
六
〉
私
式
J
霊

擦

四

項

【

か

】

〈

一

〉

扶

J
呑

六

項

か

ぎ

み

〈
三
〉
被

J
峨

蟹

一

七

七

〈

四

〉

拘

J

腐

二

三

四

〈

五

〉

故

J

鵠

七

一

ゃ

う

ぜ

う

か

ん

た

ιの
く
た
く
が
ん
き
を
か
ふ
む
る

一
七
八
七
〉
海
上
物
J
菅
丞
相
四
〈
八
〉
擢
ニ
肝
謄
一

J
蒙
一
一
勘
気
一
三
項
【
よ
】
一
七
七
項

五
項
〈
二
〉
横
J
霞

二

六

〈

三

〉

除

J
夜

鷹

五

四

〈

四

〉

漸

J
踏

雪

六

五

〈

五

〉

葉

ょ
っ
あ
つ
ま
り
上
を
び
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ひ

っ

き

ゃ

う

ひ

き

が

へ

る

ぴ

宇

う

1
1、
ぴ

や

〈

じ

ゅ

つ

が

や

う

ど

う

ゐ

ん

ひ

お

と

し

の

よ

ろ

ひ

ひ

す

い

の

か

ん

ざ

し

畢

完

J

墓

五

O

八
六
〉
砂
と

J
白

北

八

八

七

〉

平

等

院

一

八

八

〉

緋

威

鎧

J
菊

翠

算

二

項

【

も

】

も

同

も

つ

も

づ

も

れ

る

も

う

を

も

よ

ふ

す

も

つ

く

わ

一
八
四
項
〈
一
〉
喪
J
模

八

項

八

二

〉

持

j
鳴

二

五

〈

三

〉

洩

J
藻

魚

五

一

〈

四

〉

催

J
木
瓜
七
二

〈
五
〉
弄

1
藻

塩

草

一

七

〈

六

〉

以

外

J
申
合
一
一
項
【
せ
】
二
五
一
項
〈
一
〉
瀬
J
是

五

項

〈

二

〉

賛
J
壁
一
一
一
一
八
一
二
〉
迫

J
鯖

五

八

八

四

〉

茸

J
精

衛

二

一

O

八
五
〉
省
略

J
石
菖
二
五
〈
六
〉
無
ニ
為

す

同

方一｝
t
誓

願

寺

七

八

七

〉

傍

上

者
J
清
涼
殿
四
〈
八
〉
千
差
万
別
一
項
【
す
】
二
二
七
項
〈
一
〉
巣
J
須

す

い

す

へ

す

で

に

す

る

め

す

み

や

か

す

x
む

し

す

べ

か

ら

〈

す

べ

り

ひ

ゆ

項

〈

二

〉

粋

i
毛

四

四

八

三

〉

既

J
鰯

八

一

〈

四

〉

速

J
鈴

虫

六

九

八

五

〉

須

J
馬
歯
克

す

い

せ

ん

〈

わ

す

ぎ

し

ゃ

う

じ

す

り

は

り

た

う

げ

す

ご

ろ

く

の

さ

い

す

λ
ぜ
ん
し
ゃ
〈
ま
ず
る
ん
＼
べ
っ
た
り

〈
六
〉
水
仙
花
J
杉

障

子

八

七

〉

摺

針

峠

J
双

六

塞

〈

入

〉

寸

善

尺

魔

J
行
ミ
為
別

項

一五

五

二
項

四

(383) 
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ま
た
一
番
少
な
い
の
は
「
る
」
、
次

い

さ

ぢ

そ
の
・
点
が
無
い
場
合
も
あ
る
。
一
司
・
八
三
意
気
．
地
．

h

か

ん

ば

う

が

ん

ぽ

う

’

し

り

ま
た
項
目
が
重
出
し
て
い
る
例
も
あ
る
口
例
え
ば
四
・
一
一
一
二
看
坊
．
と
一
八
三
看
坊
．
ユ
・
八
と
一
一
一
一
一
の
尻
・

ひ
や
入
、
J

d

れ

ん

ぼ

れ

ん

ま

て

い

は

っ

て

ち

せ

与

さ

と
一
二
八
地
獄
．
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
寸
一
悲
し
鴻
．
二
山
門
漉
．
測
を
援
．
六
三
潮
汐
．
な
ど
、
項

目
の
両
脇
に
音
や
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
｜
｜
即
ち
両
点
に
な
っ
て
い
る
個
所
が
あ
る
が
、
注
も
極
め
て
少
な
い
。
な
お
、
「
ゐ

総
計
一
一
、
二

O
五
項
目
と
な
る
。

一
番
項
目
数
の
多
い
の
は
「
い
」
、

次
い
で
「
し
」
「
か
」
の
順
。

に
「
れ
」
「
ぬ
」
と
な
る
口

項
目
聞
の
区
切
り
は
・
点
を
使
用
し
て
い
る
が
、

は
切
り
違
し、

1寸3キマ‘

~t= あ
る

酌
・
一
四

町
・
八

少
な
く
、

口
ノ
い
ニ
入
ル
」
、

お
・
を
、
え
・
ゑ
を
統
合
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
早
引
節
用
集

「
於
口
の
を
ニ
入
」
、

「
江
お
く
の
ゑ
ニ
入
」

と
し
て
、

い
・
ゐ
、

類
に
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
明
瑚
早
引
節
用
集

本
書
は
、
早
引
節
用
集
類
の
中
に
あ
っ
て
「
盟
一
早
引
節
用
集
」
（
宝
暦
十
八
一
七
六

O
〉
年
初
刊
）
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
（
天
明
八
八
一

七
八
八
〉
年
原
刻
）
と
並
び
版
を
重
ね
流
布
し
た
も
の
で
、
宝
時
七
（
一
七
五
七
〉
年
版
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
版

に
至
る
ま
で
、
少
く
と
も
十
八
版
を
数
え
、
改
題
本
「
一
紘
一
早
字
引
節
用
集
」
も
出
現
し
て
い
る
。
而
し
て
、
本
文
の
特
徴
か
ら
、
諸
本
は

大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
分
的
に
両
者
の
本
文
が
混
在
す
る
も
の
も
あ
り
、
諸
本
間
の
関
係
は
単
純
な
ら
ざ
る
も

の
が
あ
る
が
、
概
ね
ニ
系
統
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
諸
版
の
概
要
を
記
す
。
但
し
、
初
版
に
当
る
宝
暦
七
年
版
は
、
落
丁
の
あ
る
亀

田
文
庫
本
し
か
目
賭
し
て
い
な
い
の
で
、
書
型
、
項
目
数
等
は
、
次
の
明
和
五
年
版
を
中
心
に
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
諸
本
間
の

異
同
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
ご
く
一
部
を
恐
意
的
に
掲
出
す
る
に
留
め
た
。

i
類
本

Q
d
 
FO 

く382)



明和5年版・要望早引節用集 ・巻頭

ハ
A
）
宝
暦
七
年
版

(381) 

小
本
一
冊
。
竪
一
五
・
五
、
横
八
・
九
糎
。
こ

の
判
型
は
「
粧
概
早
引
節
用
集
」

れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

の
そ

日
リ
3
A

平
1

－一
－
5

宝
暦
新
撰
版
と
同
様
式
、
同
版
元
。
即

と大ち
広節
告用後
を集見
出自折返
し吊百し
、草申 匡
界；~＊郭
線 7 内
を入右
置↓方
い云に
てー「
左示早
中ど引

- 60ー

江

戸

通

本

町

大

坂

心

斎
橋
順
慶
町

同

春

吉

且

」

の

年

記

、

下

方

に

「

西

村

源

六

／

淀

川

興

市

／

に
広
告
に
「
近
日
出
来
」
と
い
う
「
早
引
大
節
用
集
」
が
「
棚
納
早
引
大
節
用
集
」
の
こ
と
だ
と
す
る
と
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の

央
上
方
に
、
「
再
板
／
賓
暦
七
丁
丑
年
初

心
斎
橋
安
堂
寺
町

村
上
伊
兵
衛
」
の
二
都
三
書
障
を
あ
げ
る
。
因

は
、
十
四
年
も
後
の
明
和
八
年
で
あ
る
。

行
数

有
界
五
行
。
尾
題

本
文
の
末
に
「
終
」
と
の
み
あ
る
。

備
考

亀
田
文
庫
本
は
、
本
文
第
三
丁
ま
で
を
欠
く
。

B
明
和
五
年
本
と
比
べ
る
と
、
仮
名
遣
、
項
目
等
に
多
少
の
違
い
が
あ
り
、
明
ら
か

へ
ん

か

ふ

り

か

ま

へ

じ

づ

く

り

か

つ

へ

ん

に
別
版
で
あ
る
。
付
録
は

B
と
同
じ
五
種
。
但
し
、
は
じ
め
の
「
篇
冠
構
字
壷
」
が
「
歩
」
で
終
り
、

B
本
よ
り
一
つ
少
な
い
九

と
り
も
ち
ゅ

四
種
し
か
無
く
、
次
の
「
知
拡
都
民
戦
監
」
も
末
の
説
明
の
文
辞
に
、

A
取
用
べ
し
｜
｜
B
取
用
ゆ
ぺ
き
な
り

が
あ
る
。

等
と
い
っ
た
少
異



（
B
〉
明
和
五
年
版

序
題

寒
ー
ー
ー
寒
、
籍

宝
暦
新
撰
版
の
序
文
末
に
あ
っ
た
「
壬
申
之
秋
」
の
年
記
を
削
つ
で
あ
る
ほ
か
、

内
題

「
序
」
（
様
相
散
人
題
〈
印
〉
〉
。

底

l
l響
臆
、
壮
一
寸
文
辞
に
少
異
が
あ
る
。

明
一
明
竹
山
山
舵
即
保
」
o

白
口
c

宝
暦
新
撰
版
と
同
形
式
。
丁
付

序

序

一
J
百
三
十
五
止
。

版
'L' 

丁
数

序
一
丁
＋
凡
例
一
丁
＋
本
文
一
三
五
丁
（
一
三
二
ウ
四
行
目
ま
で
本
文
。

以
下
付
録
）
十
広
告
一
丁
＋
奥
付
。

行
数

（
本
文
）
毎

半
葉
有
界
五
行
。
字
数

一
行
約
一
五
J
一
九
字
。

匡
郭

四
周
単
辺
、
竪
一
四
・
一
、
横
六
・
八
糎
。

刊
記

後
見
返
し
匡
郭
内
、
右
方
を
界
線
で
二
行
に
分
け
て
、
「
間
一
早
引
節
用
集
出
来
半
切
一
冊
」
／
「
早
引
大
節
用
集
泊
坦
粧
品

江
戸
通
本
町

大
本
一
冊
」
と
広
告
を
出
し
、
界
線
を
置
い
て
左
上
部
に
「
明
和
五
戊
子
年
／
孟
夏
吉
旦
」
の
年
記
、
そ
の
下
方
に
「
西
村
源

大
坂
心
帝
楕
順
山
尻
町
同
心
粛
橋
安
堂
寺
町

六
／
漉
川
県
左
衛
門
／
村
上
伊
兵
衛
」
の
三
軒
の
書
控
名
を
出
す
。

A
本
の
能
川
興
市
が
能
川
興
左
衛
門
に
代
わ
っ
て

真
字
附

い
る
だ
け
で
、
他
の
二
名
は
同
じ
で
あ
る
。

終
了
と
奥
付
の
間
に
「
版
行
目
録
」
と
題
す
る
広
告
が
一
丁
分
あ
り
、
「
日
本
居
家
秘
用
」

j
「
導
引
口
決
」
に
至
る
二
二
点
の
広
告

を
載
せ
る
。
版
行
書
津
名
は
出
て
い
な
い
が
、

D
本
に
付
さ
れ
て
い
る
広
告
に
近
い
の
で
柏
原
屋
淀
川
輿
左
衛
門
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
本
文
の
刷
り
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
亀
田
文
庫
本
、
丹
津
文
庫
本
と
も
、
や
t
A

後
印
で
あ
る
。

備
考

A
宝
暦
七
年
版
と
、
仮
名
遣
や
項
目
の
配
列
順
等
に
少
異
が
あ
る
（
は
じ
め
が
A
本
、
後
が
本
書
。
項
目
の
前
の
数
字
は
私
に
付
し

た
項
目
番
号
。
）

- 61ー(380) 
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．
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．
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十し

（
C
〉
明
和
七
年
版

刊
記

信

州

松

本

店

後
見
返
し
匡
郭
内
に
、
「
明
和
七
庚
寅
初
秋
／
白
木
屋
輿
兵
衛
械
」
と
記
す
。

唯
一
見
得
た
亀
田
文
庫
本
は
、
前
表
紙
、
前
見
返
し
と
も
後
補
の
も
の
で
、
序
を
欠
く
。
本
文
は

B
本
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ

備
考

る。

（
D
）
安
永
五
年
版

日
目
リ
ゴ
」

ヱl

－E
後
見
返
し
匡
郭
内
。
右
側
に
界
線
で
一
行
分
を
取
り
、

早
引
大
節
用
集
大
4
冊
」
の

江
戸
通
本
町
三
丁
目

広
告
を
入
れ
、
左
上
方
に
次
の
年
記
、
下
方
に
書
庫
名
を
出
す
。
「
新
刻
／
安
永
五
丙
申
年
／
孟
春
吉
日
一
」
「
西
村
源
六
／

同

本

石

町

十

軒

店

大

坂

心

謂

橋

安

堂

寺

町

同

心

帝

橋

順

慶

町

山

崎

金

兵

衛

／

村

上

伊

兵

衛

／

淀

川

輿

左

衛

門

」

。

大
坂
順
慶
町
五
丁
日

「
和
書
板
行
目
録
柏
原
屋
与
左
衛
門
」
と
し
て
二
丁
に
亙
り
（
丁
付
「
目
一
、

上
下
二
段
に
分
け
て
、
「
早
引
節
用
集
真
特
例
本

ヮ“

前
見
返
し

「
安
永
新
板

了
附
合
文
」
。

備
考

奥
付
の
前
に

目
二
」
）
、
「
日
本
居
家
秘
用
」

i
「
猿

法
語
」
に
至
る
五
二
点
の
広
告
を
載
せ
る
。
本
文
は

B
木
系
。
札
・
一

諸
願
．
成
就
．

の
句
切
り
違
い
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
E
〉
天
明
元
年
版

前
見
返
し 子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
敵
柾
早
引
節
用
集

丁
附
合
文
句

全
」
。
竪
一

O
、
横
一
・
九
糎
。

題
築

「
天
明
新
版



干リ
記

奥
付
の
前
に
「
和
書
版
行
目
録

大
坂
順
慶
町
心
斉
橋
東
へ
入

柏
原
屋
与
左
衛
門
」
」
＝
一
丁
分
を
入
れ
（
丁
付
「
目
一

J
目
三
」
）
、
刊
記

下
方
に

は
奥
付
匡
郭
内
右
上
部
に
「
天
明
元
辛
丑
年
／
仲
冬
吉
日
一
」
の
年
記
。
そ
し
て
、
左
上
に
や
ふ
大
き
く
「
新
刻
」
の
二
字
を
出
し
、

江
戸
通
本
町
三
丁
目
江
戸
本
石
町
十
軒
店
大
坂
心
部
川
橋
安
堂
寺
町
大
坂
順
慶
町
心
斎
橋
東
へ
入
柏
原
蛙

「

西

村

源

六

／

山

崎

金

兵

衛

／

村

上

伊

兵

衛

／

淀

川

興

左

衛

門

」

と

四

名

の

書
患
を
列
記
す
る
。
住
所
の
出
し
方
に
少
異
が
あ
る
が
、
書
控
は

D
本
と
同
じ
で
あ
る
。

備
考

広
告
は
「
日
本
居
家
秘
用
」

j
「
五
音
字
引
節
用
集
」
ま
で
の
七
一
点
。
節
用
集
関
係
は
目
録
一
ウ
の
「
通
俗
節
用
集
類
衆
宝
」
、
三

ウ
の

「
早
引
節
用
集
、

う
ち
、
「
安
見
節
用
集
」
以

（註
4
）

「
大
全
早
引
節
用
集
」
文
化
二
年
J
天
保
十
四
年
の
各
版
の
奥
付
に
繰
り
返
し
宣
伝
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
の

早
引
大
節
用
、

安
見
節
用
集
、

二
字
引
節
用
集
、

五
音
字
引
節
用
集
」
の
六
点
。

下
三
点
は

案
内
の
方
が
、

よ
り
内
容
が
は
っ
き
り
す
る
の
で
、

次
に
紹
介
し
て
置
く
。

「
安
見
節
用
集

未
刻
一
冊

常
鉢
い
ろ
は
分
に
し
て
、
二
聾
め

を
又
い
ろ
は
わ
け
に
て
字
を
見
る

同
い
ろ
は
分
に
し
て
、
詞

の
よ
み
と
ま
り
を
、
あ
い

- 63ー

てう血書
宇ゑ ／ 
をを :....... 
引のヱ
書玉子
な音ヲ！
？に節
0 用
集

未
刻

冊

一吋J
計
一
尚
一
山
一
社
vパドム
M
．忠一
M
一
一
一
リ
判
、
向
日
目
前
は
い
つ
／
五
音
字
引
節
用
集
宋
刻
一
冊

な
お
、

本
文
は

D
本
系
統
で
あ
る
。

（
F
）
寛
政
五
年
版

未
見
。
山
田
忠
雄
氏
「
朋
節
用
集
肘
目
録
」
（
昭
お
）

名
、
角
書
は
そ
れ
迄
の
明
朝
体
と
異
な
り
清
朝
体
の
由
。 に
よ
る
。

刊
年
は
寛
政
五
年
初
春
、

刊
行
者
は
西
村
源
六
↓
柏
原
屋
与
左
エ
門
の
四

（
G
〉
寛
政
七
年
版

題
祭

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
淡
褐
色
地
紙
。
「
融
担
早
引
節
用
集
全
」
0

寛
政
改
」
D

内
題
角
書
清
朝
体
。

「
丁
附
合
文

前
見
返
し

刊
記

江

戸

通

本

町

三

了

日

大

坂

心

滑

橋

安

堂

寺

町

け

後
見
返
し
匡
郭
肉
。
「
寛
政
七
乙
卯
年
仲
冬
士
口
旦
／
書
林
／
西
村
源
六
／
村
上
伊
兵
衛
／

岡
県
一
町
心
宵
橋
東
へ
入

柏
原
屋
呉
左

(378) 



備
考

本
文
は
、
札

（
H
〉
寛
政
十
一
年
版

諸
願
．
成
就
．

の
切
り
違
い
を
含
め

B
本
系
。
亀
田
文
庫
本
は
薄
葉
刷
。

(377) 

衛
門
」
。

「
亀
田
次
郎
旧
蔵
書
目
録
」
（
昭
お
〉
に
、
「
大
坂
柏
原
屋
与
左
衛
門

寛
政
日

140 
丁

16 
cm 

円

μ
イ木・

擦
桔
散
人
の
序
あ
り

寛
政
7
年
刊

本
の
改
訂
」
と
あ
る
口
幾
度
か
閲
覧
請
求
を
出
し
た
が
、
「
現
物
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
未
見
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
文
系
統
も
不
明
で
あ
る
が
、

一
応
こ
斗
に
入
れ
て
お
く
G

（
I
）
恭
一
早
字
引
節
用
集

前
見
返
し

内
題

新天
亥I］保

早ヰ
字じ主

主主
~；政
Lー
。丁

附
メ』
口

文
L 

丁
数
・
行
数
等

B
J
G
の
諸
本
に
同
じ
。
終
了
の
丁
付
は
「
百
三
十
五
土
」
の
如
く
あ
る
。

- 64ー

刊
記

後
見
返
し
匡
郭
内
を
界
線
で
竪
に
二
ツ
に
分
け
、
右
に
「
民
家
日
用
求
字
捷
経
大
冊
／
大
全
早
字
引
節
用
集

全
萱
冊
／
員
字
附
新

版
出
来
」
の
広
告
、
左
に
「
天
保
十
四
年
美
卯
五
月
吉
日
／
書
県
／
伏
陥
亀
本
屋
半
兵
衛
／
大
阪
播
磨
屋
利
助
」
の
刊
記
。

備
考

B
J
G
の
改
題
本
。
本
文
も
同
系
。

〈

J
〉
昆
輸
堂
版

表
紙

紗
綾
形
模
様
空
押
し
丹
表
紙
。
内
題

ヨィ
2
3ぽ
平
ぴ
雪
せ
つ
よ
う
し
う

「
蹴
日
早
引
用
用
集
」
o

角
書
明
朝
体
。

後
見
返
し
匡
郭
内
を
界
線
で
四
行
に
分
け
、
右
の
三
行
を
更
に
上
下
二
段
に
分
け
て
、
「
道
春
点
四
書
」
「
手
紙
文
書
半
紙
本
」
「
丙
俣

d
H
U
1
J
 

干・壬＝同

名
庭
訓
往
来
」
「
和
漢
朗
詠
集
」
「
無
点
庭
訓
往
来
」
「
叡
音
経
繕
抄
」
の
六
点
の
広
告
を
出
し
、
界
線
を
置
い
て
左
に
「
昆
愉
堂



羽
川
山
形
十
日
町

北
候
忠
兵
衛
板
」
と
書
埠
名
を
出
す
。

C
の
信
州
松
本
版
に
次
ぐ
地
方
版
で
あ
る
。

備
考

序
の
印
記
が
無
い
。
本
文
は
部
分
的
に
H
類
本
系
の
様
相
を
示
す
が
、
字
詰
め
を
含
め
全
体
は

I
類
本
系
と
見
な
さ
れ
る
。

ー
類
本

（
K
〉
文
化
元
年
版

題
祭

G
本
と
同
様
式
。
前
見
返
し

「
丁
附
合
文
」

序

ー
類
本
に
あ
っ
た
榛
梧
散
人
の
署
名
の
下
の
印
記
（
維
明
之
印
）
が
無
い
。
尾
題
も
本
文
末
に
あ
っ
た
「
終
」
の
一
字
が
無
い
。
ま

た
、
丁
付
も
終
了
は
「
百
三
十
五
」
と
の
み
あ
り
「
止
」
の
字
が
無
い
口

日リ
I
J

TT一一副

江
戸
日
本
橋
通
十
軒
店

後
見
返
し
匡
郭
内
。
右
上
に
「
文
化
元
年
／
甲
子
三
月
吉
日
」
の
年
記
、
中
央
に
「
書
林
」
の
二
字
。
下
方
に
「
西
村

同

日

本

橋

通

三

丁

目

大

坂

心

斎

橋

通

唐

物

町

南

へ

入

同

堺

筋

安

土

町

南

へ

入

同

順

嘩

町

五

丁

目

源

六

／

山

崎

金

兵

衛

／

河

内

屋

太

助

／

高

屋

安

兵

衛

／

柏

原

屋

輿

左

衛

門

」

の

二

都

五

書

嬉
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名
を
あ
げ
る
。

備
考

B
以
下
の

l
類
本
の
本
文
と
比
べ
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。
（
は
じ
め
が

B
本
、
後
が
本
書
〉
。

い

ん

う

い

ん

う

い

よ

ゃ

い

せ

き

い

ナ

す

い

ん

う

同

向

い

み

リ

す

同

ι

円一・一

O
七
一
夏
・
｜
｜
一
夏
．
一
四
四
J
四
入
港
捕
．
陰
雨
．
沼
．
堰
．
笥
｜
｜
窪
雨
．
陰
雨
．
淫
雨
・
伺
・
叙

ー

い

っ

そ

〈

い

ち

あ

し

い

き

ざ

し

い

き

ど

し

昨．

m
山
・
七
四
逸
足
．
｜
｜
逸
足
．
九
五
心
端
・
｜
｜
息
疾
・
（
心
端
は
三
二
九
に
、
息
疾
は
四
七
に
重
出
）
一
五

い

ち

ま

き

い

っ

け

ん

い

れ

ず

み

三
一
心
．

1
1
ナ
シ
一
五
八
一
件
．

1

1

一
件
．
三
二
五
鯨
．

1

l
ナ
シ
三
六
二
斑
鳩
．

1
1
玉
筋
魚
．

い

つ

れ

は

や

い

ざ

さ

ら

ぽ

三
六
四
家
子
・

1
1
1
家
子
・
（
但
し
「
家
子
」
は
コ
二
七
に
既
出
）
酌
・
二
一
執
早
・

1
1
執
早
・
九
・
一
四

t
Zす
い

び

は

づ

す

一

い

へ

似

し

か

く

・

C
・

か

く

外
．
ー
ー
一
一
一
口
外
．
（
こ
れ
た
と
玉
に
な
っ
て
し
ま
う
）
四
・
コ
一
四

B
格

1
1
3

格
．
（
句
点
の
区
切
違
い
）

戸

－

て

に

あ

せ

に

ぎ

る

て

に

あ

せ

に

き

る

ゆ

づ

り

う

け

金
紙
金
町
内
｜
｜
紺
紙
金
泥
．
で
二
手
汗
握
．
｜
｜
手
掴
v
汗

．

譲

請

．

(376) 

い
ひ

片
山
・
六

日
・
五

叫
・
二

ナ
1ン

｜
｜
ナ
シ



ぜ
ん
「
善
」
を
、
最
後
（
五
六
〉
に
回
し
て
い
る
0

．（
L
〉
文
化
六
年
版

み
っ
ち
ゃ
へ
ん
ぽ

｜
菊
石
偏
頗
．

官逝ll.,
'1ゆ局、よ

新え ・く
、丘二ざ I 
ユ早う I 

三し

(375) 

文化6年版・鯉早引節用集 ・巻頭

認す九四の舟｜
’r、 部同ナ

己粋t持i鰻シ
が枠！不弄2玄＇＂＇＂＇
怒、 I ・ふ ｜ 口 ν

~· c繋｜ 主主Z
会的反 δ
宗考会新同L
と 想二
もこす川

一・六も

」
れ
ら
は
後
続
の
文
化
六
年
版
や
十
一
年
、

十
二
年
イ
・
ロ
本
に
受
け
継
が
れ
て
行
く
。

「
男
女
名
頭
字
壷
」
水
性
の

- 66 -

な
お
、

付
録
の

備
考

K
文
化
元
年
版
と
同
形
式
。
「
文
化
六
年
／
己
巴
正
月
土
口
日
」
の
年
記
の
他
は
、

K
と
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。

’

し

そ

ん

本
文
も
K
本
の
覆
刻
。
日
・
一
八
六
子
・
孫
・
の
句
点
の
切
り
間
違
い
も
同
じ
で
あ
る
。

刊
記（

M
〉
文
化
十
一
年
版

刊
記
備
考

本
文
は

L
本
の
覆
刻
。
薄
葉
刷
本
も
あ
り
。

K
、
L
本
と
同
様
式
。
右
上
の
「
文
化
十
一
年
／
甲
成
正
月
昔
日
」
の
年
記
の
他
は
、
書
嘩
名
・
住
所
表
示
と
も
同
じ
。

（
N
）
文
化
十
一
年
救
世
堂
版



前
見
返
し

「
丁
附
合
文
」
。
末
に
「
文
字
の
引
様
は
悉
く
九
例
に
し
る
す
」
と
あ
り
。

行
数

毎
半
葉
六
行
。

刊
記

終
了
ウ
匡
郭
内
に
太
字
で
大
き
く
「
文
化
十
一
年
初
冬
／
救
世
堂
蔵
板
」
と
記
す
。

備
考

同
じ
文
化
十

（
一
八
一
四
）
年
版
で
あ
る
が

M
本
と
は
別
版
。
巻
頭
に
新
し
い
序
一
丁
分
と
、
従
来
の
も
の
に
基
く
凡
例
一
丁
、

付
録
八
丁
の
計
一

O
丁
分
が
あ
る
。
新
し
い
序
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
底
問
。
寧
柴
林
逸
著
一
一
節
用
集
二
巻
↓
其
上
v
粋
也
在
二
慶
長
之
末
↓
爾
来
昇
平
。
文
運
日
間
。
家
論
戸
撰
哀
一
一
世
間
日
用

と

ユ

ノ

ユ

O

ナ

ヲ

ン

〆

之
字
↓
而
倣
二
林
逸
之
作
一
者
。
如
今
何
官
数
十
部
然
其
取
舎
不
v
精
或
就
ニ
蕪
随
一
或
失
ニ
疎
漏
↓
口
曾
親
二
良
本
↓

一

－

〆

シ

ヲ

ニ

〆

ス

ヲ

ス

ル

z

z

〆

キ

ハ

頃
者
間
一
一
此
小
冊
↓
博
採
口
」
（
1
オ
）
品
。
斐
v
蕪
補
v
漏
。
筒
而
謹
v
事
便
而
給
v
用
。
九
探
一
一
林
逸
之
作
一
者
。
如
v
此
殆

希
会
。
若
蔵
ニ
之
巾
箱
↓
或
取
ニ
之
懐
一
畏
↓
以
拙
昨
日
一
人
世
百
爾
之
用
↓
量
初
児
一
輩
博
治
之
土
亦
有
三
以
備
ニ
遺
忘
↓

文
化
甲
戊
冬
日

- 67ー

十
拙
散
人
題
（
印
「
敬
之
」
）

前
付
の
付
録
は
、
〔
士
農
工
商
の
図
〕
、
「
叫
ん
配
杭
臨
忽
山
市
部
山
」
、
〔
証
文
手
形
案
文
〕
の
一
一
一
種
。
後
付
の
付
録
は
こ
れ
迄
の
諸
本
と
同

郡
名

じ
五
種
類
。

本
文
三
九
ウ
四
行
自
の
イ
ロ
ハ
分
け
仮
名
数
表
示
は
本
来
「
対
」
と
あ
る
べ
き
所
だ
が
、
本
書
は
「
如
」
と
な
っ
て
い
る
。

唯
一
実
見
で
き
た
亀
田
文
庫
本
に
は
落
丁
、
重
複
の
丁
等
あ
り
。

（
O
〉
文
化
十
二
年
版
〈
イ
〉

小
本
一
冊
。
竪
一
五
・
八
、
横
一

0
・
五
糎
。

版
d心

白
口
。
（
序
〉
は
上
方
に
「
序
」
、
凡
例
は
下
方
に
界
線
を
置
い
て
「
序
一
一
」
。

本
文
部
分
は
上
方
の
中
央
又
は
ウ
ラ
の
部
分
に
イ
ロ

(374) 



ハ
分
け
表
示
、
下
方
に
丁
付
を
比
較
的
大
き
く
出
す
。

一
1
百
十
二
。

丁
付

丁
＋
奥
付
。

丁
数

一
＋
凡
例
一
＋
一
一
一
一

前
見
返
し
＋
（
序
〉

単
辺
、
竪
一
一
了
七
五
、
横
七
・
九
五
糎
。

干
記

後
見
返
し
匡
郭
内
。
右
一
行
分
に
付
録
の

一
行
約
一
五
J
一
八
字
。
匡
郭

「
十
二
支
」
が
入
っ
て
い
る
他
は

K
本
と
同
形
式
。
右
上
に
「
文
化
十
二
年
乙
亥
コ
一
月
吉

大

坂

心

斎

橋

治

唐

物

町

南

へ

入

問

堺

筋

安

土

町

南

へ

入

同

順

慶

「

河

内

屋

太

助

／

寓

屋

安

兵

衛

／

／

柏

原

行
数

毎
半
葉
有
界
六
行
。

日
」
の
年
記
、
中
央
上
寄
り
に
「
書
林
」
の
二
字
、
下
方
に

町

五

丁

目

江

戸

本

石

町

四

丁

目

屋
輿
左
衛
門
／
西
村
源
六
」
の
二
部
四
書
患
の
住
所
と
名
前
を
列
記
す
る
。

備
考

こ
れ
ま
で
毎
半
葉
五
行
だ
っ
た
本
文
が
一
行
増
え
て
六
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
は
文
化
元
年
版
以
降
の

1
類
本
系
で
あ
る
。
但

「
月
の
異
名

査
」
が
一
つ
減
っ
て
四
種
で
あ
る
。

し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
文
に
若
干
の
異
同
の
あ
る
異
版
が
都
合
三
種
存
す
る
。
付
録
は

M
本
ま
で
の
五
種
か
ら

（
P
）
文
化
十
二
年
版
〈
口
〉

備
考

O
本
と
比
べ
少
異
が
あ
り
、

ま
た
字
体
の
異
な
る
個
所
も
多
い
。
（
は
じ
め
が
O
木、

し

る

し

る

ふ

ろ

く

ぷ

ろ

く

（
文
字
引
様
）
四
行
目
記
す
｜
｜
記
ス
六
行
目
附
録
l
l
附
録

じ
ゅ
ん
ぷ
う
し
つ
き
や
く

式
部
・
｜
｜
式
部
．
乱
・
五
九
J
六
O

順
風
．
失
脚
・

将
、
始
｜
｜
将
、
始

の

ぶ

は

つ

一
六
九

湯

ハ
男
女
名
頭
字
奉
）
水
性
・
五
二
J
三

（
Q
〉
文
化
十
二
年
版
〈
ハ
〉

JI郎一

風to俺カミ
立2本
矢｝派，zき

内？｜

立と
派ば

煎芝｜
湯i六か

｜ 三し
煎同．

町
・
七
八

0 

p 
本
と
刊

別ご定
！日l

格マピ
だ
ヵ：

一
一
・
一
一
ニ

行
移
り
や
字
体
が
異
な
る
部
分
も
多
い
。
（
前
が
0
・
P
本、

れ

い

ほ

う

＊

れ

い

ほ

う

そ

る

＊

E
L

霊

賓

．

ー

ー

芙

宝

．

剃

｜

｜

剃

．

M
U

づ
一
・
五

四そ

ノ、

人
後

補 Zが
ユ宅（ 本
誌そ書
ロ日ら 、J

備
考

]Jlj：；本

停文

少
異
カ1

あ
り

ト
・
一
一
一
四
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み

っ

ち

ゃ

へ

ん

ば

＊

菊
石
偏
頗
｜
｜
ナ
シ

ん

ず

そ

ろ

／

＼

＊

そ

よ

f
t
モ
句
／
1

そ

ら

ん

ず

ん

知

一
徐
・
｜
｜
徐
．
遼
！
詰
・
知
制
・
二

問

問

同

L

し

L

’

消

γ士
．
守
．
｜
｜
侍
．
士
．
子
・
引
一
・
一
二

戸
印
を
付
け
た
個
所
等
、
ー
類
本
系
の
本
文
と
同
じ
個
所
も
ま
じ
る
が
、

〈

R
〉
文
久
こ
年
版

ナ
tン

職包

Jr
一
、
，
（
一
一
府
・
ぞ
｜
｜
紫
．
寺
．

－

む

ら
さ
き
て
ら

b
バ

し

ゃ

う

み

や

う

れ
・
四
詮
吹
・

1

1
詮
ザ
・

五
l
七

全
体
と
し
て
は

1
類
本
系
で
あ
る
。

表
紙
左
肩
、
単
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
紙
一
概
一
早
字
引
節
用
集
全
」
。

小
本
一
冊
。
表
紙
海
老
茶
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。
題
簸

序
・
内
題
・
丁
数
・
行
数
等

文
化
十
二
年
版
に
同
じ
。

後
見
返
じ
匡
郭
内
。

’
一
行
目
は
付
録
の
「
十
二
支
」
が
あ
り
、
界
線
を
置
い
て
左
に
「
文
化
十
二
乙
亥
年
三
月
吉
日
／
天
保
十
三
壬

刊
記

文化12年版くハ〉・襲警早引節用集・巻頭

寅
年
二
月
再
版
／
文
久
二
壬
成
年
三
月
求
版
／

馬
喰
町
四
丁
目

吉
田
屋
文
三
郎
板
」
と
あ
り
。

- 69ー

東
都
書
林

備
考

文
化
十
二
年
版
の
中
で
は

Q
本
に
近
い
か
。
管

見
に
入
っ
た
の
は
亀
田
文
庫
本
の
み
。

（

S
V
天
保
七
年
版

内
題
角
書
明
朝
体
。
五
行
本
。

刊
記

後
見
し
匡
郭
内
右
上
に
「
天
保
七
年
／
丙
申
九

月
吉
日
」

の
年
記
、
上
中
央
に
「
書
林
」
の
二

江
戸
日
本
橋
通
萱
丁
目
大
坂
心

「

須

原

屋

茂

兵

衛

／

心

斉

橋

南

二

丁

目

企

敦
賀
屋
九
兵
衛
／

く372)

字
、
下
方
に

斉

橋

唐

物

町

全

河
内
屋
太
助
／



実
満
天
神
鳥
居
筋
十
丁
目
西
へ
入
全
順
慶
町
五
丁
日

木
屋
伊
兵
衛
／
柏
原
屋
輿
左
衛
門
」

の
五
軒
を
出
す
。

備
考

一
部
を
除
き
全
体
は

1
類
本
系
の
本
文
で
あ
る
。
付
録
は

M
本
ま
で
と
同
じ
く
五
種
。
但
し
「
男
女
名
頭
字
童
」
水
性
の
「
善
」
は
、

ぜ
ん

二
一
と
最
終
五
六
に
重
出
。

J
本
も
「
善
」
と
「
主
己
。

五
、
宝
暦
新
撰
版
と
増
補
改
正
早
引
節
用
集

さ
て
、
以
上
、
主
と
し
て
増
補
改
正
版
の
諸
本
に
つ
い
て
報
告
し
て
来
た
訳
で
あ
る
が
、
で
は
、
宝
暦
新
撰
版
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
で

あ
ろ
う
か
o

結
論
か
ら
言
え
ば
、
「
判
明
官
竹
山
知
郎
舵
朱
」
は
「
組
問
一
恥
郎
舵
舵
集
」
の
増
補
改
編
版
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
増
補
改
正
版
の

初
版
た
る

A
宝
麿
七
年
版
は
落
丁
本
し
か
目
賭
し
て
い
な
い
の
で
、
次
善
の
策
と
し
て

B
明
和
五
年
版
と
対
比
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

増
補
改
正
版
の
項
目
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
い
】
八
五
八
項

【
ろ
】
八

O

【
は
】
四
九

【に】

一
四
四

【
ほ
】
三

O
五

【へ】

四

【
と
】
四
二
二

【
ち
】
三
四
三

【
り
】

一一一一一
【
ぬ
】
五
人

【
る
】
三
五

【
を
】
四

O
五

【わ】

入

【
つ
】
二
四
九

【
た
】
三
九
八

【
れ
】
五
七

一
三
五
項

【
か
】
六
二

O

【よ】

【
そ
】
一
一
一
一
一

【
ね
】
九
一

【
な
】
二
四
六

【ら】

一O
三

【む】

四

【
う
】
二
七
七
項

【
ゐ
】
ナ
シ

【
の
】
九
一

【
く
】
三
七

O

一
五
八

【
ま
】
二
二
九

【
お
】
ナ
シ

【や】

【け】

二
四
七

【
ふ
】
三

O
四

一
九

O

【
こ
】
四
七
五

【
》
え
】
ナ
シ

【て】

【
あ
】
三
八
九
項

【
き
】
四
二
五

一0
0

【
さ
】
四

O
一二

【
ゆ
】

一O
六

【め】

【み】

一
八
三

【
し
】
七
二
一

【
ゑ
】

【
ひ
】
三
九
一

【
す
】
二
二
八

一
九
七

一
二
九

【も】

【
せ
】
二
六
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と
い
う
こ
と
で
、
総
計
一
一
、
七
二
二
項
目
で
あ
る
。
宝
暦
新
撰
版
が
一
一
、
二

O
五
項
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
方
が
五
一
七
項
目
分
多
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
双
方
に
独
自
項
目
が
あ
り
、
単
純
な
増
補
で
は
な
い
。
例
え
ば
（
以
下
宝
暦
新
撰
版
を

〈
宝
〉
、
増
補
改
正
版
を
〈
増
〉
と
略
す
〉
、
【
い
】

ぃ
即
仙
川
崎
船
説
・
宇
佐
知
・
齢
制
・
中
一
見
・

1.:rt：；；＇四
f で

ーいは

吸すい／ヘ
．ぃ宝
携：〉
・のの

独
自
項
目
ヵ：

の
八
項
、
〈
増
〉
が

い

ね

む

る

い

ぶ

か

し

い

ん

て

う

い

ん

も

つ

い

ら

も

つ

い

ひ

い

れ

同

い

き

ざ

し

い

ひ

っ

け

い

っ

す

い

《

い

た

だ

き

）

3

睡
．
不
v
審
．
問
調
．
音
物
．
逸
物
馬
納
采
．
結
納
．
心
端
．
（
〈
増
〉
は
重
出
、
〈
宝
〉
は
一
つ
の
み
〉
、
言
附
．
一
一
睡
．
戴
引

い

さ

ら

い

い

の

も

と

い

し

ば

し

い

た

じ

さ

い

し

ゅ

4

い

た

つ

き

い

ひ

が

ひ

い

し

き

り

い

ち

び

と

い

か

だ

し

い

を

の

め

〈

い

け

に

へ

｝

い

ち

ゃ

う

い

た

ど

り

い

が

ぐ

り

い

け

ず

き

42F

い
か
る
が

小
井
．
井
．
石
橋
．
板
敷
．
石
湾
．
衡
鏑
．
飯
七
．
石
工
．
市
人
．
筏
人
．
就
目
．
牲
．
銀
杏
．
虎
杖
．
時
栗
．
生
食
川
町
鵡
．

ぎ
ん
あ
ん

の
二
八
項
と
い
う
こ
と
で
、
差
引
き
〈
増
〉
の
方
が
二

0
項
目
分
多
い
（
い
・
四
は
〈
宝
V

が
三
四
九
、
〈
増
V

が
三
六
九
項
）
。
こ
れ
と
は

逆

【
か
】
・
こ
で
は
、
〈
宝
〉
の
独
自
項
が

か

さ

か

ど

か

ち

2
3
同

同

2
3
か
へ

治
．
聞
．
香
蔭
．
人
加
護
．
畳
．
月
門
．
陸
．
正
．
首
．
督
．
額
．
植
．

A
ち

-71-

の
一
二
項
、
〈
増
〉
が

舵
肱
・
物
放
・
叡
・
船
内
慰
v

の
六
項
で
、
八
増
〉
の
方
が
六
項
目
分
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
か
・
二
は
八
宝
〉
が
九
九
、
〈
増
〉
が
九
三
項
）
。

他
に
も
、

ふ
・
一
、
ゑ
・

一
の
如
く
、
〈
増
〉
の
方
が
三
項
目
分
少
な
い
個
所
も
あ
る
等
、

出
入
り
が
あ
る
が
、

全
体
と
し
て
〈
増
V

の
方
が
五
一
七
項
目
程
の
「
増

補
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

い

L
ん

で

ん

し

ん

い

し

ん

で

ん

し

ん

八
宝
〉
以
心
停
心
・

1
8
1ろ
い
舟
弘
．
日
・
七
九

い

ち

り

ん

い

っ

し

ゅ

・

「

い

ち

り

ι

い
つ
T
J

一
輪
・
花
一
首
．
軒
｜
｜
一
輪
一
首
酌
・
五

七い
固い

。
四

五

時L、与τとか

畦~＆1711~
E芋F し

恒；者；
守ーLL.""' • 

勢？

七
七
一
一
一
六

ーし異い

葉？拘；

§ I 
［ 異し
本目i
の人
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一
葉
祇

ル・一一一
j
四
，；±；与
二じ

辛L
地三
ーす

生？
と？
世せ
ミー

し
ゃ
う
し
ゃ
う
せ

i
A

し
や
じ
〈
を
な
日
す

ー
ー
ー
生
生
世
三
流
二
車
軸
一
．

等
の
よ
う
に
、
左
訓
や
注
の
有
無
、
仮
名
泣
の
相
違
、
配
列
順
の
違
い
も
諸
所
に
あ
る
。

い

の

う

ち

の

か

は

づ

い

の

う

ち

の

か

い

る

ミ

川
・
四
井
内
蛙
・
｜
｜
井
内
蛙
・
日
・
五

O

片
便
宜
．

1
1
4
片
便
・

四

台

．

ー

ー

ー

四

辻

．

検

．

ー

ー

横

槌

．

限

覚

．

し

す

る

し

め

じ

仕

着

．

ー

ー

仕

着

．

死

骸

．

ー

ー

死

．

ト

治

．

さ
ら
に
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五
六

町
・
五

湿主眼2で」《
茸じ覚史／γ

日
・
四

ノ，＿，，，t
l=IL-

食？
；体7
3司てん

強と；

｜我f
~＼＿，性？
l・2緊Z
~凹よ

一五

九

二
O
七

が
、
意
識
的
に
変
え
よ
う
と
し
た
跡
は
窺
え
よ
う
。

ば

ん

ゴ

と

う

か

の

せ

ち

晶

、

A

番

．

場

．

踏

歌

・

節

曾

．

D

・
一
二
一
一

の
如
く
、
語
形
や
漢
字
表
記
、
項
目
立
て
等
に
異
同
を
見
せ
て
い
る
個
所
も
あ
る
。
全
て
を
「
改
正
」
し
て
い
る
等
と
は
と
て
も
言
え
な
い

但
し
、
勿
論
、
〈
増
〉
本
独
自
の
誤
刻
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
一
・
七
五
駅
青
・

E
・

か

む

ろ

学
文
．
路
．
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
頭
の
「
凡
例
」
と
「
文
字
引
様
」

世
・
五

- 72ー

八
九

〈
宝
〉
に
基
い
て
の
改
訂
で
あ
る
。
「
凡
例
」
は
、
〈
宝
〉
の
片
仮
名
表
記
に
対
し
て
平
仮
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま

け

ん

こ

ん

も

ん

じ

れ

い

も

ん

き

ざ

い

も

ん

げ

ん

ぎ

に

よ

も

ん

ず
、
第
一
条
の
「
乾
坤
門
」
云
々
を
、
「
乾
坤
門
、
時
令
門
、
器
財
門
、
言
語
門
」
の
四
つ
に
増
や
し
、
「
文
字
引
様
」
の
実
例
が
、
〈
宝
〉

い

は

ひ

い

と

く

い

り

こ

、

い

ん

じ

ゅ

い

ざ

よ

ひ

で
は
↓

l
狙
で
あ
っ
た
の
を
、
三
、
四
を
変
え
て
、
一
山
祝
。
威
徳
o

焚
海
成
、
酌
員
数
。
十
六
夜
と
し
、
さ
ら
に
「
儀
は
」
以
下
の
説
明
文

か

し

ら

じ

と

り

ち

が

へ

じ

た

い

り

宇

く

の
後
に
、
「
又
頭
字
、
よ
み
こ
へ
取
透
や
す
き
字
も
お
ほ
し
、
大
暑
を
し
る
す
」
と
し
て
、
「
光
一
一
悦
う
か
う

り
ゃ
う
は
う

此
類
は
両
方
を
見
る
べ
し
」
と
い
う
指
示
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
ま
た
、

は
、
明
ら
か
に

香
こ
行

蝋
燭
M
M
引
い

相
績

さ
う
そ
く

そ
う
ぞ
く

増
字
百
倍
本
等
に
享
け
継
が
れ
増
訂

さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
本
の
本
文
系
統
が
同
一
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
は
同
じ
初
期
の
早
引
節
用
集

で
あ
る
「
盟
一
早
引
節
用
集
」
（
宝
暦
十
〈
一
七
六

O
〉
年
三
月
序
刊
〉
や
「
制
一
位
竹
内
山
対
舵
即
位
和
」
（
明
和
八
八
一
七
七
一
〉
年
孟
秋
刊
）
と

明
和
新
編
本
と
も
二
行
両
点
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
、
〈
宝
〉
と
〈
増
〉

ま
た
、
明
和
新
編
の
守
一
九
、
二
四
、
三
五
、
四
五
に
対

一
一
層
明
白
に
な
る
。
例
え
ば
、

増
字
百
倍
、

比
較
し
て
み
る
と
、

は
一
行
で
、
時
に
左
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
形
式
で
あ
り
、



し
で
も
〈
宝
〉
と
〈
増
〉
は
一
二
、
七
、

・
増
字
百
倍
、
後
が
〈
宝
〉
と
〈
増
〉
。
項
目
番
号
は
明
和
新
編
の
も
の
）

日
・
一

O
七
一
糸
｜
｜
一
統
一
一
六
毎
朝
｜
｜
毎
度
一
二
八

等
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
〈
宝
V

と
〈
増
〉
と
が
、
明
和
新
編
、
増
字
百
倍
本
と
対
立
す
る
形
で
共
通
の
漢
字
表
記
を
示
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
以
上
を
勘
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
哨
甜
早
引
節
用
集
」
は
、
明
和
新
編
版
や
増
字
百
倍
本
と
は
別
系
統
の
早
引
節
用
集
で
あ
り
、

「
組
側
早
引
節
用
集
」
の
「
増
柿
改
正
」
版
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
一、
一
四
と
い
う
共
通
の
配
列
順
を
示
す
等
の
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
（
は
じ
め
が
明
和
新
編

池五
郷す

純

一
五
四

覆
盆
子
｜
｜
高

＋主
（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
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「
明
治
少
年
節
用
・
少
女
節
用
」
（
議
文
研
究
日
号
一
九
八
九
年
）
、
「
大
全
早
引
節
用
集
」
「
大
全
早
字
引
」
（
同
臼
号

「
手
紙
早
引
節
用
集
」
「
用
文
早
引
節
用
集
」
（
喜
文
研
究
開
号
一
九
九

O
年
）
の
註
（
1
）
参
照
。

本
書
に
は
少
く
と
も
三
版
が
あ
る
。

〈

A
〉
濃
標
色
表
紙
大
本
一
冊
。
竪
二
七
、
横
一
八
糎
。
題
祭
表
紙
左
肩
子
持
ち
枠
付
「
〔
頭
〕
早
引
和
玉
篇
大
成
全
」
。
前
見
返
し
子
持

ち
枠
付
、
竪
三
ツ
割
。
「
享
保
十
乙
巳
歳
仲
秋
土
口
旦
／
同
和
玉
篇
大
成
／
江
府
書
林
」
。
内
題
「
早
引
和
玉
篇
大
成
勝
目
一
府
義
編
集
」
。
刊
記

ー

日

本

橋

市

三

町

目

終
了
オ
本
文
末
左
方
、
「
享
保
五
歳
庚
7
1
孟
春
良
辰
／
東
部
書
砕
古
文
字
屋
次
郎
兵
衛
板
」
。
版
心
上
魚
尾
黒
、
「
早
引
和
玉
篇
」
。
下
方

に
O
を
置
い
て
丁
付
一

J
六
十
。
目
録
と
終
了
に
は
丁
付
ナ
シ
、
終
了
は
版
心
題
も
ナ
シ
。
丁
付
の
下
方
は
粗
黒
口
又
は
黒
口
。
丁
数
前
見
返

し
＋
目
録
一
丁
＋
六
十
丁
半
。
匡
郭
単
辺
竜
頭
欄
あ
り
。
竪
二
二
・
四
、
横
一
五
・
九
糎
。
行
段
（
本
文
）
有
界
十
行
九
段
。
八
B
〉
岡
井

日
本
橋
南
査
町
目

慎
吾
氏
「
玉
篇
の
研
究
」
（
昭
8
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
刊
記
に
「
東
部
書
出
白
松
堂
主
高
屋
清
兵
衛
版
（
印
）
」
と
あ
る
と
言
う
。

〈

C
〉
内
題
は
A
と
同
じ
だ
が
、
見
返
し
下
部
に
「
早
引
正
字
〔
通
〕
」
の
題
が
見
え
る
。
巻
頭
に
「
早
引
偏
冠
目
録
」
一
丁
分
を
追
加
し
、
終
了

ウ
か
ら
「
四
腫
千
字
文
津
計
」
を
合
刻
す
る
。

A
に
あ
っ
た
刊
記
は
す
べ
て
削
ら
れ
て
お
り
刊
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
四
瞳
千
字
文
院
す
」

の
扉
題
の
左
脇
に
「
明
和
五
戊
子
年
／
七
月
古
設
行
既
似
書
駐
定
柴
堂
蹴
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
版
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
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（

4
〉

心
清
掃
川
南
へ
四
丁
目

た
国
会
凶
書
館
亀
田
文
店
本
に
は
巻
末
に
「
大
坂
本
屋
古
文
字
屋
市
左
衛
門
版
」
と
あ
る
蔵
版
目
録
が
二
丁
半
分
五
り
、
「
改
正
月
令
博

物
笠
」

j

「
檎
合
百
人
菊
花
香
」
に
至
る
十
一
点
の
解
説
付
広
告
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
改
正
月
令
博
物
茎
」
は
文
化
元
（
一
八

O
四）

l
五
（
一
八

O
八
）
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
料
理
笠
」
（
営
世
料
理
笠
）
は
同
書
か
ら
の
技
粋
本
で
あ
る
か
ら
、
色
同
文
庫
本

は
そ
れ
以
降
の
発
売
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

因
に

C
木
で
新
た
に
付
さ
れ
た
「
早
引
偏
冠
目
録
」
は
、
既
に
あ
る
部
首
別
目
録
が
画
引
き
で
あ
る
の
に
対
し
、
字
の
「
書
出
シ
」
（
H
第
一
画
）

を
、
一

l
ノ
の
四
つ
に
分
類
し
、
偏
や
冠
の
順
番
を
求
め
る
字
形
引
き
の
索
引
で
、
後
の
「
真
字
引
玉
篇
大
成
」
（
文
政
二
〈
一
八
一
九
〉
年
補

刻
刊
）
に
通
ず
る
検
索
方
法
で
あ
る
。

「
大
全
早
引
節
用
集
」
「
大
全
早
字
引
」
（
童
文
研
究
日
号
〉
四
四
五

i
六
頁
。
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